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宇都宮市立峰小学校 

校長 甲賀 成美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 元 気 

 やる気 

 思いやり 

 

ひところの暑さも和らぎ、過ごしやすい日々が続くようになりました。暑さは峠を過ぎ、秋らしさを感じ

る機会が日に日に増えています。そのような中、４月から始まった１学期も３週間後の 10月 1０日（金）

には終業式を迎えます。 

さて、終業式には通知票が渡されます。１年生の保護者の皆様は、お子様の通知票を初めて手にすること

になりますので、期待や不安などの思いをもたれる方もいらっしゃるかと思います。 

通知票は、この１学期に学んできた学習と生活の記録です。お子様の各教科等における学習の達成状況と

学校生活の様子（学んだことや身に付けたこと、成長したこと 等）が記されています。この通知票を通し

て、お子様が自分の学習と生活の様子を振り返り、自分自身のよさを認識し、さらによりよく成長していこ

うという思いを高めたり、具体的な目標を決めて取り組んだりする契機になることを願っております。お子

様が通知票を持ち帰りましたら、１学期の振り返りをお子様と一緒にしていただき、お子様のよさを認め励

ましていただければ幸いです。 

学校といたしましても、教職員がこれまでの指導を振り返り、お子様一人一人の力をさらに伸ばしていけ

るよう、指導改善に努めてまいります。 

１・２・３年生 外国語ふれあい活動 

 本校は「地域のよさに気付き、地域の環境を大切にする態度

の育成」を目指し、教育活動を展開しています。その中の一つ

に、地域の教育資源の活用を掲げております。そこで、宇都宮

大学基盤教育センターの先生方にお越しいただき、１・２・３

年生の「外国語ふれあい集会」を実施しました。歌やダンス、

ゲームを通して「言語や文化についての体験的な理解」を深め、 

言葉の大切さや豊かさに気付いたり、言葉に対する興味・関心

を高めたりする等、よい機会となりました。 

この学びの機会にお力添えくださった、アルシャガ助教をは

じめ７名の先生方に感謝申し上げます。 

 

 ４年生 市施設めぐり 

 本市では、「社会科市施設めぐり」を４年生で実施し、人々の健康や

生活環境を整える事業について学んだことを自分の目で確かめる学

習（見学）を行っています。本校は、「クリーンパーク茂原」に行き、

ごみの処理や再生利用について学んできました。生活環境の維持・向

上を目指して、「ごみの減量」等、自分たちが協力できることを自ら考

え実行できる「峰っ子」を育てています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学校電話の自動音声応答の時間が変わります 「宇都宮市教育委員会より」 

日頃より本市教育活動に温かい御支援を賜り、深く感謝申し上げます。夜間休日等の学校への電話連

絡につきましては、皆様のご理解の下、自動音声応答を導入しておりますが、教職員の働き方改革をさら

に推進するため、二学期より、原則として、勤務時間（8：10～16：40）外は自動音声応答とさせてい

ただきます。 

※本趣旨に鑑み、緊急時以外は、時間外の来校も御遠慮願います。 

※児童生徒の生命・安全に関わる緊急事案につきましては、警察や消防に通報後、教育委員会緊急電話

(632-5115)まで御連絡ください。 

※「校外行事等の欠席連絡を早朝に指定している場合」や、「学校からの電話に対する折り返しをお願 

いしている場合」等は、自動音声応答の時間を変更することがあります。 

◆電話の折り返しをお願いする場合、本校は職員から〇時〇分頃まで自動音声対応にせずに待つ旨、メ

ッセージに残させていただきます。折り返しが間に合わなかった場合は、翌日対応させていただきま

す。 

上記内容は、宇都宮市立小中学校における一斉の取組となります。第２学期始業式（10月 1６日）か

らの実施です。詳細は、さくら連絡網にてご確認ください。保護者の皆様におかれましては、本件の趣旨

をご理解の上、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

本校の児童行動目標の合言葉「元気 やる気 思いやり」の「元気」に関する教育活動を７月号で

お伝えしましたので、本号は、夏休み明けの「思いやり」に関する教育活動をご紹介します。 

９月に実施予定の「みねっぴー祭（児童集会）」のねらいは、 

 

・楽しい学校生活を送ることができる。（元気） 

・自分たちで工夫して楽しい活動を創り出すことができる。（やる気） 

・異学年同士で協力し合って、互いを思いやることができる。（思いやり） 

 

であり、特に３つ目の「共に学び合う場や互いのよさを認め合う場の意図的な設定による望ましい人

間関係の醸成（思いやり）」に重点を置いて行う児童会活動です。６年生を中心に「だれもが楽しいと

思える学校にする」を目標に、各班の祭りの出し物を決め、上学年で役割分担をして協力し、準備に

取り組みました。７月の終わりから何度も集まり、異学年で意見を出し合い、調整してまとめ、だれ

もが達成感を味わうことのできる出し物を目指して取り組んできた子供たち。６年生を助ける５年生

からも、「今日は、みねっぴー祭の準備があるから、朝からワクワクしている。」という声が校長に届

くほど、「学校は楽しいところ」になっています。    ※下記の写真は、７月と９月の準備の様子です。 

             

残念ながら、感染症拡大防止のため実施日の延期を余儀なくされましたが、子供たちの健康状態を

踏まえながら 1学期のうちに実施をしたいと考えております。この大きな行事を経て、峰っ子たちは

「思いやりの心」を培い、学校のよき伝統を継承しています。 

※実施の様子は、HP にアップいたします。下級生の立場に立ち、思いやりの心をもって接する上級生の温かな姿をご覧いた

だければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


